
春
の
草
孤
独
が
わ
れ
を
鍛
へ
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子

　
私
が
出
会
っ
た
頃
の
湘
子
は
、
精
気
み
な
ぎ
る
壮
年
期
「
お
祭

り
湘
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
く
ら
い
賑
や
か
な
こ
と
が
好
き
な
人

で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
湘
子
に
孤
独
は
似
合
わ
な
い
。
悲
痛
な
呟
き

が
心
に
残
る
句
で
あ
る
。

　
掲
句
が
「
鷹
」
に
発
表
さ
れ
た
の
は
平
成
十
一
年
四
月
号
、
七

十
三
才
の
時
。
三
十
五
周
年
を
迎
え
「
第
二
次
鷹
」
を
発
足
、
中

央
例
会
大
阪
を
新
設
す
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
精
力
的
に
動
い
て
い

た
頃
で
あ
る
。
何
が
湘
子
を
さ
み
し
く
さ
せ
た
の
か
。

　
同
年
八
月
号
で
は
編
集
長
が
小
川
軽
舟
に
変
更
。
前
編
集
長
の

小
澤
實
が
退
会
。
一
年
後
に
は
晴
子
を
失
う
こ
と
を
予
知
す
る
か

の
よ
う
な
、
ひ
た
ひ
た
と
く
る
孤
独
感
を
懸
命
に
肯
お
う
と
し
て

い
る
、
傷
つ
い
た
湘
子
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

１
９
９
９
年
（h11

作
）
第
十
一
句
集
『
て
ん
て
ん
』
　
鑑
賞
・
野
本 

京


